
（表紙）

SH1512 スイッチングハブ

取扱説明書

l ご使用になる前に、この「取扱説明書」をお読みください。

l お読みになった後は本書を必ず保管し、必要に応じてお使いください。



（表紙）（表紙の裏）
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はじめに

このたびは、SH1512 ｽｲｯﾁﾝｸﾞﾊﾌﾞをお買い上げいただき、まことにありがとうございます。

本書は、SH1512 ｽｲｯﾁﾝｸﾞﾊﾌﾞの取り扱いの、基本的なことについて説明しています。

梱包物を確認してください。

● ＳＨ１５１２スイッチングハブ

● 取扱説明書（本書）

● 電源ケーブル

● ゴム足

万一、不備な点がございましたら、恐れ入りますが、お買い求めの販売店まで

お申し付けください。

本製品の保守部品の供給期間は、製造終了後６年間とさせていただきます。

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくク

ラス A 情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こ

すことがあります。この場合には使用者が適切な対策を構ずるよう要求されるこ

とがあります。

All Rights Reserved, Copyright© 富士通株式会社 2000
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安全上の注意

本書では人身への危害や財産への損害を未然に防ぎ、本装置を安全に使用して頂くために

守っていただきたい事項を表示しています。

次の表示と図記号の意味・内容をよくご理解の上、本文をお読みください。

警告
この表記を無視して誤った取り扱いをすると、死亡や重傷など、人体へ

の重大な障害をもたらす恐れのある内容について示しています。

注意
この表記を無視して誤った取り扱いをすると、軽傷または中程度の障害

をもたらす恐れのある内容について示しています。また、本装置や本装

置に接続している機器に損傷を与える可能性がある事項についても示し

ています。

安全図記号の意味

図記号 図記号の意味

○○注意：注意事項を示しています。この注意を無視した場合、障害・

物的損害の可能性が想定されることを示しています。

感電注意：誤った取り扱いをすると、感電する可能性が想定されること

を示しています。

分解禁止：装置の分解・改造することの禁止を示しています。装置の分

解・改造により、損害・物的損害の可能性が想定されることを示してい

ます。

水場禁止：水分の多い場所での使用禁止を示しています。水場での使用

により、損害・物的損害の可能性が想定されることを示しています。

接触禁止：装置などの物に触れることの禁止を示しています。触れるこ

とにより障害の可能性が想定されることを示しています。

○○禁止：禁止行為を示しています。この禁止行為をすることにより、

傷害・物的損害の可能性が想定されることを示しています。

プラグを抜け：電源プラグをコンセントより抜くことを指示しています。

アースせよ：装置を必ずアースに接続することを指示しています。

○○せよ：指示行為を示しています。使用者に行って頂きたい行為を示

しています。

△ 記号は注意（警告を含む）事項を示しています。

記号は禁止行為を示しています。

● 記号は使用者への行為の強制・指示を示しています。
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■安全上の注意

警告

注意

プラグをｺﾝｾﾝﾄ

から抜け

◆発煙への対処

　万一、煙がでている、へんな臭いがするなどの異常がありましたら使用を直

ちに中止してください。そのまま使用すると、火災、感電の原因となります。

すぐに電源ケーブルのプラグをコンセントから抜き、煙などの異常が出なく

なるのを確認し、販売店などに修理をご依頼ください。

　お客様による修理は危険ですから絶対おやめください。

禁止

◆電源ケーブルの取り扱いに注意してください。

電源ケーブルを傷つけ、破損、加工、無理な曲げ、引っ張り、ねじり、束

ねたりしないでください。また、重い物を乗せたり、加熱したりすると電源

ケーブルが破損し、火災、感電の原因となります。

接触禁止

プラグをｺﾝｾﾝﾄ

から抜け

◆雷では装置に触れないでください。

近くに雷が発生したときは、装置本体に触れないでください。また、電源ケ

ーブル・プラグをコンセントから抜いてご使用をお控えください。雷によっ

ては、火災、感電、故障の原因となることがあります。

禁止

◆医療、航空宇宙、列車、運送、原子力などの制御設備へは使用しないでくだ

さい。

医療機器、航空宇宙機器、運送、原子力などの制御設備などの人命に関わる

システムへの使用は意図しておりません。

異物禁止

プラグをｺﾝｾﾝﾄ

から抜け

◆異物や液体が装置内に入った場合の対処

　装置の通風孔などから内部に金属類や燃えやすいものなどの、異物を差し

　込んだり、落としたりしないでください、また、水などの液体を入れない

　でください。万一、異物や液体が入った場合は、まず電源ケーブル・プラ

　グをコンセントから抜いて、販売店などにご連絡ください。そのまま使用

　すると、感電、故障の原因となります。

異物禁止

◆コネクタ部に異物を差しこまないでください。

インタフェースコネクタに適合するコネクタ以外のものを絶対に差し込まな

いでください。感電、故障の原因になります。
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電源プラグの

差込み

◆電源プラグは確実にコンセントに差し込んでください。

　火災、感電、過熱の原因になります。

分解禁止

◆分解・改造しないでください。

　装置の蓋を開けたり、分解、改造しないでください。怪我、感電、故障の原

因となります。本装置の分解、改造による怪我や事故について、当社は責任

を負いかねます。

アースせよ

感電注意

◆必ずアースを接続してください。

万一、漏電した場合の感電事故防止のため、必ず装置のアースを接続してく

ださい。

アースは電源ケーブルにより設置工事（第３種）が行われている接地端子

付き電源コンセントへ接続してください。

AC100V 以外禁止

◆国内のみで使用してください。

本装置は日本国内の商用ＡＣ１００Ｖ電源仕様です。海外では使用できませ

ん。ＡＣ１００Ｖ以外では絶対に使用しないでください。また、電源の

分岐によるタコ足配線はやめてください。火災、感電の原因になります。

固定せよ

◆装置を固定してください。

本装置を高所に設置する場合、落下を防ぐため装置の固定を行ってください。

　固定を行わないと落下による怪我、破損の原因になります。

正しく配線せよ

◆配線工事は、正しく行ってください。

正しい配線工事を行わないと、正常な通信が行えないばかりか、装置の故障

にもつながります。

配線注意

◆ケーブルの処置について

　本装置に接続する通信ケーブル／コード類は、足などに引っかけないように

　適切な引き回し配線、固定など処置を行ってください。転倒による怪我、破

損の原因になります。

接触注意

◆濡れた手での操作は避けてください。

  濡れた手で電源ケーブル・プラグを抜き差ししないでください。また、装置

に触れないでください。感電の原因となることがあります。

接触注意

◆高温下、低温下では触らないでください。

　本装置は金属部品を使用しています。高温下や低温下で放置した場合

　などは装置に直接触らないでください。火傷や凍傷の原因となることがあり

ます。
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接触注意

◆金属アレルギーの方は触らないでください。

　本装置のネジ、コネクタ部には、亜鉛、ニッケル、すず、金などのメッキが

施されています。これらの金属に対してアレルギー反応を示す方は直接触れ

るのを避けてください。湿疹、かぶれの原因となることがあります。

幼児注意

◆幼児の手の届かない場所に置いてください。

　本装置に添付されているゴム足など幼児が飲み込まないように注意してくだ

さい。また、装置開封後の包装ポリ袋を幼児がかぶって窒息などしないよう

に注意してください。
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■使用上の注意

注意

上積み禁止

◆装置上に直接物を置かないでください。

　本装置の上に物を載せないでください。また、本装置を直接積み重ねての

ご使用は避けてください。故障の原因となることがあります。

近傍設置禁止

◆ラジオやテレビの近くに置かないでください。

本装置をラジオやテレビのそばで使用しますと、ラジオやテレビに雑音が

入ることがありますので注意してください。

活線挿抜禁止

◆通信ケーブルの接続／断線は、電源ＯＦＦにして行ってください。

本装置への通信ケーブル類は活線挿抜しないでください。ケーブルの抜き

差しは、必ず本装置または相手装置の電源がＯＦＦ状態にて行ってくださ

い。感電、故障の原因になることがあります。

引っ張り禁止

◆ケーブルを強く引っ張らないでください。

装置に接続したケーブル類を無理に引っ張らないでください。また、電源は、

必ず電源ケーブルのプラグを持って抜き差ししてください。ケーブルを引っ

張るとケーブルが破損し、障害の原因になります。

冗長設計せよ

◆冗長設計・安全設計にしてください。

　本装置を、高度な信頼性を必要とするシステムに使用する場合は、冗長設

計、誤動作防止設計など充分な安全設計を必ず行ってください。本装置の

故障、傷害により生じるいかなる損害、事故について当社は責任を負いかね

ます。

ほこり注意

◆長期間使用しないポートの処理および装置の清掃について

  長期間使用しないインタフェースポートは、埃などが入らないようにして

  ください。接触不良などの原因になります。

　また､装置に埃などが付着すると放熱特性が低下し､故障の原因になります

ので､下記の「◆お手入れについて」に従って清掃してください。

薬品注意

◆お手入れについて

　汚れはやわらかい布によるからぶきか、水または中性洗剤を含ませて、軽

　くふいてください。ベンジンやシンナーなど（揮発性のもの）の使用は避

けてください。また、殺虫剤などの薬品がかからないようにしてください。

廃棄注意

不法投棄禁止

◆本装置の廃棄は、産業廃棄物として処理してください。

　本装置を廃棄するときは、産業物処理法に基づき産業廃棄物として管理型

　処分場へ廃棄処理してください。不法投棄はおやめください。

　また、梱包材についてはリサイクルまたは各自治体における適切な処分を

　行ってください。

使用注意

◆故障、破損時の処理について

　本装置が故障もしくは破損した場合は、速やかに使用を中止して販売店な

　どに修理依頼してください。そのまま使用しますと火災、感電、怪我の原

　因になるおそれがあります。
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■設置・使用条件

注意

感電注意

◆正しい電源条件で使用してください。

電源電圧　　　：　　ＡＣ１００Ｖ±１０％

電源周波数　　：　　５０／６０Ｈｚ　＋２％，－４％

消費電力　　　：　　８W

湿度・温度注意

◆適切な温度・湿度条件で使用してください。

　温度　　　：　　　＋５℃～＋４０℃

湿度　　　：　　　２０％～８０％（結露しないこと）

高温・低温使用

禁止

◆高温・低温では使用しないでください。

極端な高温、あるいは低温状態や温度変化の激しい場所には設置、使用しな

いでください。故障の原因になります。

本装置の使用温度範囲を守ってください。

高温設置禁止

◆高温度の高いところへの設置は避けてください。

直射日光のあたる場所や発熱機器（ストーブ、コンロなど）、火気のそばで

は使用しないでください。故障の原因になります。

水場使用禁止

◆水場では使用しないでください。

　水場など水のかかりやすく、湿気の多い場所では使用しないでください。

　本装置は防水処置されておりません。感電、故障の原因になります。

本装置の使用湿度範囲を守ってください。

塵埃環境使用

禁止

◆埃の多い場所では使用しないでください。

床や窓の近くなどほこりの多い場所では使用しないでください。

　コネクタの接触不良など故障、感電の原因になります。

　また､装置に埃などが付着すると放熱特性が低下し故障の原因になります。

不安定場所

設置禁止

◆安定した場所へ設置してください。

本装置をぐらついた台の上や傾いたところなど不安定な場所に設置しないで

ください。また、強い衝撃や振動の加わる場所での使用を避けてください。

落下による怪我、破損、故障の原因になります。

ガス環境使用

禁止

◆特殊環境での使用は避けてください。

本装置を薬品の噴霧気中や薬品にふれる場所などガス発生環境下では使用し

ないでください。腐食などによる破損、故障の原因になります。

プラグをｺﾝｾﾝﾄ

から抜け

◆旅行などで本装置を長時間ご使用にならないときは、必ず電源プラグをコン

セントから抜いてください。
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強磁界環境

使用禁止

◆強磁界が発生する場所では使用しないでください。

　本装置をモータや大電流ケーブルなど、強い磁界を発生する機器のそばで

　の使用は避けてください。外来ノイズにより誤動作や故障の原因になりま

す。

通気性注意

◆通気孔を塞がないでください。

　本装置は内部の熱を逃がすため、両側面および後面に通気孔が設けてあり

　ます。通気孔をふさがないように、通気性のよい場所に設置してください。

通気孔をふさぐと装置内に熱がこもり障害や故障の原因になります。

エリア確保

◆サービスエリアを設けてください。

本装置の通気孔の確保およびケーブル処理に必要な空間をとってください。

装置を並べて使用する場合でも各々に必要なサービスエリアを設けてくださ

い。ケーブルの障害や故障の原因になります。

搬送注意

◆装置の搬送について

　本装置の設置時や移設の際は、装置の両側を両手でしっかりと持ってくだ

　さい。片手で持つなどした場合、手がすべり落下などして怪我や破損しな

いように注意してください。
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1. 概要

1.1 特長
　　　　SH1512 ｽｲｯﾁﾝｸﾞﾊﾌﾞは、100BASE-TX、または 10BASE-T を接続する装置です。

本装置の特長は、以下のとおりです。

(1) 100BASE-TX /10BASE-T ﾎﾟｰﾄを 8 ﾎﾟｰﾄ持っています。

全てのﾎﾟｰﾄは、設定により 100BASE-TX半二重、100BASE-TX全二重、

10BASE-T 半二重、10BASE-T 全二重の通信ができます。

(2) ｶｽｹｰﾄﾞ接続のためのﾎﾟｰﾄを 1 ﾎﾟｰﾄ持っています。

(3) 100BASE-TX /10BASE-T ﾎﾟｰﾄは、IEEE802.3u/IEEE802.3 に準拠しています。
(4) 小型、軽量、低消費電力を実現しています。

(5) ﾂｲｽﾄﾍﾟｱｹｰﾌﾞﾙは、100mまで接続できます。

1.2 機能

SH1512 ｽｲｯﾁﾝｸﾞﾊﾌﾞの主な機能は、以下のとおりです。

(1) ｽﾄｱ･ｱﾝﾄﾞ･ﾌｫﾜｰﾄﾞによりｽｲｯﾁﾝｸﾞを行います。

(2) 装置全体で 2,000MAC ｱﾄﾞﾚｽの学習を行います。

(3) 各ﾎﾟｰﾄは、100BASE-TX時は 148,810 ﾊﾟｹｯﾄ/秒、10BASE-T 時は 14,881 ﾊﾟｹｯ

ﾄ/秒の性能を持ちます。

(4) 各ﾎﾟｰﾄは、ｵｰﾄﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝ、および固定による 100Mbps・10Mbps、全二重・

半二重の設定が可能です。

(5) 各ﾎﾟｰﾄの状態を LEDにより表示します。

(6) 本装置が中継するﾌﾚｰﾑの最大長は 1,536 ﾊﾞｲﾄ (FCSを含む) です。

(7) 本装置で学習されたｱﾄﾞﾚｽｴﾝﾄﾘは、4~ 12 分間以上ｱｸｾｽされないと、自動的

に消去されます。

1.3 仕様・外観
SH1512 ｽｲｯﾁﾝｸﾞﾊﾌﾞの仕様を表 1-1 に、外観を図 1-1 に示します。

　　表 1-1  SH1512 ｽｲｯﾁﾝｸﾞﾊﾌﾞ仕様
項　目 仕　　様

準拠規格 IEEE802.3u/IEEE802.3

ﾎﾟｰﾄ数 8 ﾋﾟﾝﾓｼﾞｭﾗｺﾈｸﾀ 8 ﾎﾟｰﾄ

外観寸法（mm） 266 (W) × 44 (H) × 162 (D)
重量（kg） 1.5

熱量（KJ/h） 29

IEEE： Institute of Electrical and Electronics Engineers
米国電気電子技術者協会の略称
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図 1-1  ＳＨ１５１２スイッチングハブ外観図　　（単位：ｍｍ）
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2. 接続方法
本装置をﾗｯｸに搭載して使用する場合は、ﾌﾟﾗｽﾄﾞﾗｲﾊﾞが必要です。搭載方法の詳細

は、「5.3 設置条件 (3)」をご参照ください。

ﾂｲｽﾄﾍﾟｱｹｰﾌﾞﾙを接続してから、電源ｹｰﾌﾞﾙを電源ｺﾝｾﾝﾄに接続してください。

2.1 ツイストペアケーブルの接続
(1) ﾂｲｽﾄﾍﾟｱｹｰﾌﾞﾙをﾓｼﾞｭﾗｼﾞｬｯｸに『ｶﾁﾝ』と音がするまで差し込んでください。

注) • 使用可能なﾂｲｽﾄﾍﾟｱｹｰﾌﾞﾙは、ｶﾃｺﾞﾘ 5 の非ｼｰﾙﾄﾞﾂｲｽﾄﾍﾟｱｹｰﾌﾞﾙ

(UTP) とｼｰﾙﾄﾞﾂｲｽﾄﾍﾟｱｹｰﾌﾞﾙ (STP) です。

• 10Mbps/100Mbps 対応のﾂｲｽﾄﾍﾟｱｹｰﾌﾞﾙをご使用ください。

• 100BASE-TX/10BASE-T Port (ﾎﾟｰﾄ 8) と Cascade ﾎﾟｰﾄは、同時に

使用できません。

Cascade ﾎﾟｰﾄを使用しているときは、ﾎﾟｰﾄ 8 にﾂｲｽﾄﾍﾟｱｹｰﾌﾞﾙを接

続しないでください。

• ﾂｲｽﾄﾍﾟｱｹｰﾌﾞﾙに静電気が帯電されていることがありますので、接

続前にﾂｲｽﾄﾍﾟｱｹｰﾌﾞﾙを放電して接続してください。
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2.2 電源ケーブルの接続
　本装置には電源ｽｲｯﾁがありません。電源ｹｰﾌﾞﾙを本体の電源ｿｹｯﾄに接続してから電

源ﾌﾟﾗｸﾞを AC100V ｺﾝｾﾝﾄに差し込むと、装置の電源が投入されます。Power ﾗﾝﾌﾟが
点灯していることをご確認ください。

接続先の端末の電源が入っている場合は、該当するﾎﾟｰﾄの Link ﾗﾝﾌﾟが点灯します。

ﾗﾝﾌﾟ点灯時は、下記の 2 点をご確認ください。

l 接続先端末 (WS/PC) の設定速度と Duplexが本装置のﾗﾝﾌﾟ表示とあっている

こと。(ﾗﾝﾌﾟ表示については「4.1 表示機能」をご参照ください。)
l 接続先端末 (WS/PC) の通信が正常に行えること。

注) 使用するｺﾝｾﾝﾄの形状が電源ｹｰﾌﾞﾙのﾌﾟﾗｸﾞと合わない場合は、変換

ﾌﾟﾗｸﾞをご用意ください。安全上、変換ﾌﾟﾗｸﾞのｱｰｽ線は必ず設置接

続してください。感電の原因となります。
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3. システム構成例
3.1 小規模システム
l SH1512 ｽｲｯﾁﾝｸﾞﾊﾌﾞを中心としたｽﾀｰ型の配線。

l ﾄﾗﾌｨｯｸが集中するｻｰﾊﾞは、100Mbpsで接続。

l ｸﾗｲｱﾝﾄは、SH1512ｽｲｯﾁﾝｸﾞﾊﾌﾞに直接接続することにより、10Mbpsまたは100Mbps
を専有。

l 10BASE-T ﾘﾋﾟｰﾀﾊﾌﾞをｶｽｹｰﾄﾞ接続することにより、ｸﾞﾙｰﾌﾟで 10Mbpsを共有。

l 100BASE-TXﾘﾋﾟｰﾀﾊﾌﾞをｶｽｹｰﾄﾞ接続することにより、ｸﾞﾙｰﾌﾟで 100Mbpsを共有。

注) Cascade ﾎﾟｰﾄ以外で接続する場合は、ｶｽｹｰﾄﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀ (F9190HC5) を

ご使用ください。
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3.2 中規模システム
l 100BASE-TXﾎﾟｰﾄで、SH ｽｲｯﾁﾝｸﾞﾊﾌﾞｼﾘｰｽﾞを 4 台までｶｽｹｰﾄﾞ接続することができ

ます。SH1512 ｽｲｯﾁﾝｸﾞﾊﾌﾞ間は、100BASE-TXﾎﾟｰﾄを全二重通信 (Full duplex) に設

定することにより、200Mbpsの帯域幅で接続することができます。

l ｸﾗｲｱﾝﾄは､SH1512 ｽｲｯﾁﾝｸﾞﾊﾌﾞに直接接続することにより､10Mbpsまたは

100Mbpsを専有。

l 10BASE-T ﾘﾋﾟｰﾀﾊﾌﾞをｶｽｹｰﾄﾞ接続することにより、ｸﾞﾙｰﾌﾟで 10Mbpsを共有。

l 100BASE-TXﾘﾋﾟｰﾀﾊﾌﾞをｶｽｹｰﾄﾞ接続することにより、ｸﾞﾙｰﾌﾟで 100Mbpsを共有。

注) Cascade ﾎﾟｰﾄ以外で接続する場合は、ｶｽｹｰﾄﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀ(F9190HC5)をご

使用ください。
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4. 表示・操作・トラブルシューティング
4.1 表示機能

表示機能を以下に示します。

機　能 表示文字 LED色 表示 表　示　条　件

点灯 電源が投入されていることを示します。電源表示 Power ﾐﾄﾞﾘ

消灯 電源が未投入であることを示します。

点灯 全二重で送受信することを示します。

ｵｰﾄﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝ設定時は、ｵｰﾄﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝ終

了後全二重に設定されたときのみ点灯し

ます。

全二重表示 Fdx ﾐﾄﾞﾘ

消灯 半二重で送受信することを示します。

点灯 該当するﾎﾟｰﾄがﾘﾝｸ確立状態であること

を示します。

点滅 該当するﾎﾟｰﾄがﾃﾞｰﾀ送受信中であること

を示します。

ﾘﾝｸ/ｱｸﾄ表示

(各ﾎﾟｰﾄ)
Link/Act ﾐﾄﾞﾘ

消灯 該当するﾎﾟｰﾄがﾘﾝｸ未確立であることを

示します。

点灯 100Mで動作中であることを示します。100M動作表示

(各ﾎﾟｰﾄ)
100M ﾐﾄﾞﾘ

消灯 10Mで動作中であることを示します。

注）ﾋﾟｱﾉｽｲｯﾁで全二重に設定した場合は、ﾘﾝｸﾀﾞｳﾝ時でも Fdx の LED は点灯し、全二重

表示されます。



8

4.2 操作機能
操作機能を以下に示します。

　　操　作 ｽｲｯﾁ形状 ﾛｯｸ/ﾉﾝﾛｯｸ 条　件

通信ﾓｰﾄﾞﾘｾｯﾄ ﾌﾟｯｼｭｽｲｯﾁ ﾉﾝﾛｯｸ 通信ﾓｰﾄﾞをﾘｾｯﾄします。ﾋﾟｱﾉｽｲｯﾁの設定を変更したとき

は、本ｽｲｯﾁを押下すると設定が有効になります。

接続形態選択 ﾋﾟｱﾉｽｲｯﾁ ﾛｯｸ 10BASE-T /100BASE-TX ﾎﾟｰﾄ (全ﾎﾟｰﾄ)
ｵｰﾄﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝで使用する場合、対象ﾎﾟｰﾄのﾋﾟｱﾉｽｲｯﾁを

Auto側に設定してください。

Auto設定時は、100M/10M、FDX/HDXの切り換えは無効

となり、ｵｰﾄﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝ固定となります。

設定方法

通信ﾓｰﾄﾞ Auto/Manual 100M/10M FDX/HDX

ｵｰﾄﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝ Auto — —

100BASE-TX全二重 Manual 100M FDX

100BASE-TX半二重 Manual 100M HDX

10BASE-T 全二重 Manual 10M FDX

10BASE-T 半二重 Manual 10M HDX

注） • ﾋﾟｱﾉｽｲｯﾁによる設定を有効にするには、Reset ｽｲｯﾁを押下して通信ﾓｰﾄﾞをﾘｾｯﾄす

る必要があります。

• ﾘｾｯﾄした場合は、一瞬通信断となりますので通信を止めてから行ってください。

• 通信ﾓｰﾄﾞをｵｰﾄﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝに設定した場合、接続相手が固定設定 (半二重/全二重

に関わらず) であると、本装置はｵｰﾄﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝの規格通り半二重で接続します。

全二重に固定した装置と接続する場合は、接続相手に合わせて、本装置の通信ﾓ

ｰﾄﾞも全二重固定に設定してください。
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4.3 トラブルシューティング
ご使用中に何らか異常が発生し、修理を依頼する前に以下の項目の確認をお願い

します。確認後も正常に動作しないときは、販売店にお持ちくださるか、弊社サ

ービスマンにご連絡ください。

Power ﾗﾝﾌﾟが点灯しない場合

(1) 電源ｹｰﾌﾞﾙが電源ｿｹｯﾄに確実に接続されていますか。

(2) 電源ﾌﾟﾗｸﾞがｺﾝｾﾝﾄに確実に接続されていますか。

(3) ｺﾝｾﾝﾄには AC100Vが供給されていますか。

Link ﾗﾝﾌﾟが点灯しない場合

(1) ﾓｼﾞｭﾗが正しく接続されていますか。

(2) ﾂｲｽﾄﾍﾟｱｹｰﾌﾞﾙに断線、ｼｮｰﾄはありませんか。

(3) ｹｰﾌﾞﾙは、長すぎませんか? ﾂｲｽﾄﾍﾟｱｹｰﾌﾞﾙは、100mまでしか接続できません。

(4) ｶｽｹｰﾄﾞ接続をする場合は、Cascade ﾎﾟｰﾄに接続するか、ｶｽｹｰﾄﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀを使用

してください。

正常に通信ができない場合

(1) ﾋﾟｱﾉｽｲｯﾁの設定を変更した場合、設定を有効にするには通信ﾓｰﾄﾞをﾘｾｯﾄす

る必要があります。Reset ｽｲｯﾁを押してみてください。

注） Reset ｽｲｯﾁを押したときは通信が一瞬切れますので、全ﾎﾟｰﾄの通信を

止めてから行ってください。

(2) ｹｰﾌﾞﾙの差し替えを行った場合は、ｱﾄﾞﾚｽが破棄されるまで通信できない場

合があります。5 分間待つか電源ｽｲｯﾁの ON/OFFを行ってください。

(3) ﾋﾟｱﾉｽｲｯﾁの設定を確認してください。

ｵｰﾄﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝの場合は①を、固定設定の場合は②を参照してください。

① ｵｰﾄﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝの場合

(1) 接続相手が全二重固定の場合は、本装置も接続相手に合わせて全

二重固定の設定にする必要があります。

(2) ｵｰﾄﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝに設定している場合、接続相手によっては接続でき

ない場合があります。通信を確実にするためには、固定ﾓｰﾄﾞ (ﾋﾟｱﾉ
ｽｲｯﾁ) で接続相手に合わせて設定し、装置をﾘｾｯﾄしてください。

② 固定設定の場合

(1) 接続相手との設定が一致しているか確認してください。

一致していない場合は、ﾋﾟｱﾉｽｲｯﾁにて一致させてください。

(2) 通信できないﾎﾟｰﾄに接続したｹｰﾌﾞﾙを、他ﾎﾟｰﾄに接続を変更してく

ださい。

l ﾎﾟｰﾄを変更したことにより通信が可能になった場合は、ﾊﾌﾞﾕ

ﾆｯﾄの故障です。

l ﾎﾟｰﾄを変更しても通信できない場合は、ﾂｲｽﾄﾍﾟｱｹｰﾌﾞﾙの不良

または接続相手の故障が考えられます。
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他機種 HUB との接続注意

SH1300T ｼﾘｰｽﾞ、SH1500 ｼﾘｰｽﾞ、SH2300 とｶｽｹｰﾄﾞ接続する場合は、

100BASE-TXﾎﾟｰﾄと接続してください。10Mbps設定のﾎﾟｰﾄと接続すると、ｹｰ

ﾌﾞﾙの長さによってﾃﾞｰﾀｴﾗｰが発生する場合があります。

BPDUおよび PAUSE ﾌﾚｰﾑの処理について

本装置では BPDU ﾌﾚｰﾑは中継されます。PAUSE ﾌﾚｰﾑはｵｰﾄﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝ時に処理

され、固定設定時は破棄されます。

ﾌﾛｰ制御について

全二重通信時のﾌﾛｰ制御は、ｵｰﾄﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝで接続されている場合のみ有効です。

固定設定の場合は無効となります。
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5. 環境条件
5.1 電気的条件

電源電圧 AC100 V ±10%

周 波 数 50/60 Hz  +2%  -4%

消費電力 8W

AC ｺｰﾄﾞ 3P平行ｱｰｽ付

1.7 ｍ

5.2 環境条件

　　　　下記環境下でご使用ください。

動作時 5～40℃
温 度

休止時 0～50℃
動作時 20～80％

湿 度
休止時 8～90％

結露なし

浮 遊 塵 埃 0.15mg／m3 以下

注） 落雷の多い地方やﾓｰﾀなどの近くで本装置を使用する場合は、電源ﾗｲﾝや各

信号ﾗｲﾝに対してｻｰｼﾞ保護機器を接続してください。過度の外来ｻｰｼﾞは故障

の原因となります。
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5.3 設置条件
(1) 本装置を水平に設置するときは、付属のｺﾞﾑ足を装置底面に貼り付け、安全で平ら

な表面の上に置いてください。

ｺﾞﾑ足は、装置底面の四角い溝（4 箇所）に合わせて貼り付けてください。
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(2) 本装置を垂直に立てて設置するときは、ｵﾌﾟｼｮﾝの縦置き台 (SH1RU1) をご使用く

ださい。

注) • 縦置き台をご使用になる場合は、ｺﾞﾑ足を取り付けないでくださ

い。

• 縦置き台を使用せず、立てかけた状態でのご使用はおやめくださ

い。

• 装置を垂直に立てて設置する場合は、側面の通気孔よりほこりが

入りやすくなりますので、ほこりの多い場所でのご使用はおやめ

ください。

内部にほこりが入りますと、故障の原因となります。

(3) ｵﾌﾟｼｮﾝのﾗｯｸ取り付け金具 (SH1RUC01) をねじで本装置に取り付けることで、

EIA19 ｲﾝﾁﾗｯｸへ固定できます。

注） 本装置を EIA19 ｲﾝﾁﾗｯｸに複数台搭載する場合は、装置と装置の間に 1 ﾕﾆｯﾄ

以上の間隔をあけて搭載してください。

また、ﾗｯｸ内の温度が「5.2 環境条件」を満足することを確認してください。
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(4) 本装置を設置するときは、装置の正面、背面で操作したり、ｹｰﾌﾞﾙを接続したりす

るためのｽﾍﾟｰｽが必要です。設置に関しては、そのｽﾍﾟｰｽを確認してください。
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付録

1.　 100BASE-TX/10BASE-T インタフェース

(1) 接続ｺﾈｸﾀ

8 ﾋﾟﾝﾓｼﾞｭﾗｼﾞｬｯｸ（ISO8877）

(2) 端子対応

ﾋﾟﾝ№ 信号

1 R D＋

2 R D－

3 T D＋

4 未使用

5 未使用

6 T D－

7 未使用

8 未使用
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